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コロナ危機の影響から
雇用・中小企業・地域経済社会を守る

自治体キャラバン２０２０を展開
　
「
コ
ロ
ナ
危
機
の
影
響
か
ら

雇
用
・
中
小
企
業
・
地
域
経
済

社
会
を
守
ろ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
十
一
月
九
日
か
ら
「
自

治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
２
０
２
０
」

が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
に
、
県
労
連
が
直
接
担
当

す
る
西
村
山
、
北
村
山
、
最
上

の
各
地
域
と
山
形
地
域
労
連
の

担
当
地
域
（
山
形
市
除
く
）
は

終
了
、
酒
田
飽
海
、
鶴
岡
田
川
、

置
賜
の
各
地
域
労
連
は
十
二
月

に
入
り
取
り
組
み
中
で
す
。

　
要
請
事
項
は
、
▼
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
雇
用
の
維
持
・
拡
大
、

中
小
企
業
支
援
の
拡
充
、
地
域

経
済
の
活
性
化
▼
感
染
抑
止
に

向
け
た
医
療
・
検
査
体
制
の
拡

充
な
ど
六
項
目
。

　
懇
談
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
自

治
体
が
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
雇

用
維
持
や
中
小
企
業
の
営
業
の

継
続
、
住
民
生
活
を
支
え
る
た

め
の
支
援
な
ど
の
施
策
を
す
す

め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
も
多
く
の
自
治
体
が
最
低
賃

金
の
全
国
一
律
化
な
ど
に
賛
同

を
示
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
の
キ
ャ
ラ
バ
ン

の
機
会
に
、
七
月
豪
雨
災
害
に

よ
り
被
害
の
大
き
か
っ
た
自
治

七
月
豪
雨
災
害
で
被
害
の

大
き
か
っ
た
自
治
体
に
義
援
金

県
労
連
と
し
て
初
め
て

体
に
対
し
て
義
援
金

を
贈
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
に
、
大
江
町
、

大
石
田
町
、
村
山
市
、

大
蔵
村
、
河
北
町
、

中
山
町
の
六
カ
所
に

送
金
し
感
謝
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
県

労
連
と
し
て
初
め
て

の
こ
と
で
す
。

　
県
労
連
や
県
平
和
セ
ン
タ
ー
、

県
九
条
連
絡
会
な
ど
で
つ
く
る

「
安
倍
九
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
や
ま

が
た
県
民
の
会
」
（
高
木
紘
一
、

舩
山
整
共
同
代
表
）
は
十
二
月

一
〇
日
、
遊
学
館
で
代
表
者
会

議
を
開
き
ま
し
た
。
冒
頭
、
高

木
共
同
代
表
が
主
催
者
あ
い
さ

つ
し
、
「
学
術
会
議
任
命
拒
否

は
憲
法
二
十
三
条
の
学
問
の
自

由
を
脅
か
す
も
の
。
コ
ロ
ナ
対

策
で
も
無
為
無
策
の
菅
政
権
を

倒
そ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
立
憲
民
主
、
共
産
、
社
民
、

新
社
会
の
野
党
四
党
の
代
表
が

あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
芳
賀
道

也
参
議
院
議
員
が
連
帯
あ
い
さ

つ
を
行
い
、
舟
山
康
江
参
議
院

議
員
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　
「
コ
ロ
ナ
禍
の
今
こ
そ
労

働
組
合
、
組
織
拡
大
で
前
進

し
よ
う
」
と
、
十
一
月
二
十

一
日
、
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン

グ
を
会
場
に
、
全
加
盟
組
織

を
対
象
に
組
織
拡
大
調
整
会

議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
労
連
の
溝
口
耕
二
オ
ル

グ
が
参
加
し
、
全
国
の
組
織

拡
大
の
取
り
組
み
を
報
告
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
解
雇
等
を
契

機
に
新
し
い
労
働
組
合
の
結

成
と
要
求
の
前
進
例
が
各
地

で
相
次
い
で
い
る
こ
と
も
紹

介
し
ま
し
た
。
そ
の
う
え
で
、

二
〇
一
九
年
度
ま
で
の
教
訓

を
ふ
ま
え
、
一
人
が
十
人
に

十
回
対
話
、
「
近
い
」
人
が

誘
う
、
「
増
や
す
人
」
を
増
や

す
、
労
働
組
合
の
見
え
る
化
な

ど
の
ポ
イ
ン
ト
に
加
え
、
目
標

数
値
を
設
定
し
た
一
五
〇
万
人

対
話
や
ひ
と
こ
と
ア
ン
ケ
ー
ト

「
Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
等
、
新
し
い

四
ヵ
年
年
計
画
の
概
要
や
当
面

の
重
点
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
幹
事
会
か
ら
、
一
五
〇
万
人

対
話
の
具
体
化
や
、
来
春
に
む

け
計
画
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る

北
村
山
地
域
で
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
、
「
山
形
最
賃
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
」
を
全
労
連
最
重
点
計

画
に
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
に
あ
た

っ
て
の
補
強
案
等
が
提
案
さ
れ

議
論
し
ま
し
た
。
ま
た
、
「
十

月
に
分
会
活
動
を
再
開
さ
せ
た
」

（
共
立
社
労
組
）
、
「
少
人
数

学
級
署
名
に
取
り
組
み
な
が
ら

拡
大
も
進
め
た
い
」
（
全
山
教

組
）
な
ど
組
織
強
化
・
拡
大
に

関
す
る
各
組
織
の
取
り
組
み
状

況
が
交
流
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
安
倍
前
首
相
の
辞

任
に
と
も
な
い
名
称
変
更
が
提

案
さ
れ
、
「
九
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！

や
ま
が
た
県
民
の
会
」
と
す
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
来
年
の
憲
法
記
念
日
に
向

け
て
、
新
聞
意
見
広
告
に
取
り

組
む
こ
と
、
五
月
三
日
当
日
は

各
地
で
街
頭
行
動
を
展
開
す
る

こ
と
な
ど
が
提
案
さ
れ
、
活
発

な
討
論
を
経
て
了
承
さ
れ
ま
し

た
。

コロナ禍こそ組織拡大で前進を
組織拡大調整会議ひらく

「
九
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
県
民
の
会
」
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
称
を
変
更

　
代
表
者
会
議
開
き
活
発
に
討
論
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引
き
続
き
県
政
運
営
に
努
め
た

い
」
と
決
意
を
語
り
ま
し
た
。
　

「
明
る
い
会
」
は
翌
五
日
山
形

市
内
で
代
表
者
会
議
を
ひ
ら
き
、

経
過
報
告
、
重
点
政
策
を
確
認

し
、
吉
村
氏
を
自
主
的
に
支
援

す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
ま
し

た
。
「
明
る
い
会
」
は
、
吉
村

県
政
の
県
民
の
暮
ら
し
、
子
育

て
な
ど
の
諸
施
策
や
コ
ロ
ナ
対

策
、
全
国
一
律
最
賃
制
の
確
立

を
国
に
求
め
て
き
た
こ
と
な
ど

を
評
価
し
、
▼
憲
法
を
守
り
県

政
に
生
か
す
▼
福
祉
・
医
療
・

教
育
を
守
る
国
・
県
の
責
任
を

明
確
に
す
る
な
ど
の
知
事
選
政

策
を
提
起
し
て
い
ま
す
。

　
県
労
連
も
吉
村
氏
を
推
薦
す

る
方
向
で
あ
り
、
「
明
る
い
会
」

と
吉
村
氏
と
の
会
見
の
際
、
出

席
し
た
勝
見
議
長
が
伊
勢
本
部

長
に
対
し
県
労
連
の
政
策
合
意

文
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
の
「
全
国

一
斉
労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

が
十
一
月
二
七
日
、
県
労
連
事

務
所
で
開
設
さ
れ
、
切
実
で
深

刻
な
相
談
が
続
々
と
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー

の
三
澤
寛
運
営
委
員
長
や
飯
澤

智
美
事
務
局
長
ら
労
働
相
談
員

が
、
手
分
け
し
て
親
身
に
相
談

に
対
応
し
ま
し
た
。

　
五
〇
代
の
男
性
正
規
労
働
者

は
、
運
送
会
社
と
園
芸
会
社
の

ダ
ブ
ル
ワ
ー
ク
で
す
。
脳
出
血

に
よ
る
傷
病
手
当
金
受
給
は
終

了
し
、
運
送
の
仕
事
は
も
う
で

き
ず
、
園
芸
会
社
は
仕
事
が
な

く
な
り
自
宅
待
機
と
い
う
状
態
。

相
談
員
は
「
運
送
会
社
に
は
雇

用
契
約
の
存
在
を
確
認
の
う
え
、

事
務
作
業
や
近
距
離
で
の
業
務

を
や
り
た
い
と
伝
え
て
は
ど
う

か
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

　
六
〇
代
男
性
パ
ー
ト
労
働
者

は
、
業
務
中
に
フ
ォ
ー
ク
リ
フ

ト
に
ひ
か
れ
労
災
適
用
。
リ
ハ

ビ
リ
に
励
ん
だ
も
の
の
雇
い
止

め
さ
れ
、
現
在
は
国
民
年
金
の

み
で
生
活
保
護
を
利
用
し
て
い

ま
す
。
再
び
同
じ
仕
事
は
で
き

な
い
と
の
相
談
に
、
監
督
署
に

雇
い
止
め
に
つ
い
て
相
談
す
る

よ
う
勧
め
ま
し
た
。

　
三
〇
代
男
性
正
規
労
働
者
は
、

胸
ぐ
ら
を
つ
か
ん
だ
上
司
に
つ

か
み
返
し
た
と
こ
ろ
、
社
内
調

査
で
上
司
が
「
暴
力
は
ふ
る
っ

て
い
な
い
」
と
ウ
ソ
を
つ
き
、

そ
の
労
働
者
は
諭
旨
解
雇
さ
れ

ま
し
た
。
解
雇
無
効
・
地
位
確

認
・
パ
ワ
ハ
ラ
で
弁
護
士
に
相

談
中
で
す
。
「
こ
の
事
件
の
内

容
を
広
め
た
い
」
と
の
相
談
に

は
、
マ
ス
コ
ミ

へ
の
告
知
や
県

労
連
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
活
用
な

ど
を
ア
ド
バ
イ

ス
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
コ
ロ

ナ
禍
の
中
で
も
、

従
業
員
に
ま
と

も
な
賃
金
を
払

い
た
い
が
少
な

い
賃
金
し
か
払
え
な
い
状
況
で
、

「
な
に
か
よ
い
方
法
は
な
い
か
」

と
経
営
者
か
ら
も
相
談
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
相
談
は
、
九
人
か

ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
同
セ
ン

タ
ー
の
飯
澤
事
務
局
長
は
、

「
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
年
末
に

向
け
て
解
雇
・
雇
い
止
め
が
増

え
つ
つ
あ
る
。
あ
き
ら
め
な
い

で
、
ま
ず
は
相
談
し
て
ほ
し
い
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

　
山
形
学
生
ユ
ニ
オ
ン
準
備
会

（
会
沢
哲
也
代
表
）
が
、
来
春

ま
で
の
正
式
結
成
を
め
ざ
し
、

十
二
月
五
日
始
動
し
ま
し
た
。

学
生
（
大
学
院
生
含
む
）
の
組

合
員
複
数
に
、
学
生
以
外
の
サ

ポ
ー
タ
ー
も
加
わ
り
ま
し
た
が
、

サ
ポ
ー
タ
ー
は
議
決
権
を
持
た

ず
学
生
の
主
体
性
を
尊
重
し
ま

す
。
ア
ル
バ
イ
ト
を
辞
め
さ
せ

ら
れ
た
、
仕
事
が
減
り
休
業
手

当
や
公
的
給
付
も
な
い
等
の
実

態
把
握
ア
ン
ケ
ー
ト
、
「
契
約

時
説
明
さ
れ
た
時
給
が
支
払
わ

れ
て
い
な
い
」
等
の
労
働
相
談

の
対
応
、
働
き
や
す
い
職
場
を

め
ざ
し
組
合
員
の
バ
イ
ト
先
で

の
複
数
化
を
め
ざ
し
て
の
対
話

　
二
〇
二
一
年

一
月
七
日
告
示
、

二
四
日
投
票
で

山
形
県
知
事
選

挙
が
行
わ
れ
ま

す
。
十
二
月
四

日
、
吉
村
美
栄

子
知
事
と
吉
村

選
挙
対
策
本
部

の
伊
勢
和
正
本

部
長
が
共
産
党

県
委
員
会
事
務

所
を
訪
れ
、
県

労
連
も
加
わ
っ

て
い
る
「
明
る

い
県
政
を
つ
く

る
会
」
と
共
産

党
山
形
県
委
員

会
に
対
し
、
立
候
補
の
あ
い
さ

つ
を
行
い
、
知
事
選
挙
で
の
「

明
る
い
会
」
と
共
産
党
へ
の
支

援
を
要
請
し
ま
し
た
。
吉
村
氏

は
、
「
コ
ロ
ナ
対
策
に
全
力
を

あ
げ
、
県
民
の
い
の
ち
と
生
活

を
守
る
と
い
う
原
点
に
立
っ
て

な
ど
が
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
十
二
月
五
日
は
山
形
市
あ
こ

や
公
園
で
の
食
料
等
支
援
「
フ

ー
ド
バ
ン
ク
」
（
ほ
っ
と
ま
ん

ぷ
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
主
催
）
、

六
日
は
山
大
工
学
部
会
館
内
で

同
様
に
「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」

（
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
米
沢
主
催
）

が
行
わ
れ
、
メ
ン
バ
ー
が
そ
れ

ぞ
れ
約
九
十
人
、
約
一
〇
〇
人

の
学
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。

内
容
を
集
約
し
て
の
自
治
体
要

請
や
大
学
へ
の
要
請
等
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。

雇
い
止
め
、
パ
ワ
ハ
ラ
・
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　
深
刻
な
相
談
続
々

コ
ロ
ナ
禍
、
労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
開
設

県知事
選挙

明るい県政をつくる会
吉村美栄子氏を自主支援

学
生
ユ
ニ
オ
ン
準
備
会
が
始
動

食
料
等
支
援
、
ア
ン
ケ
ー
ト
、
労
働
相
談


